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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.

１．北海道の組織と建設部の組織について
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
北海道の組織

知 事

各種委員会等

企業局
○公営企業管理者

教育委員会
教育長

他

建設部
○建設部長
●建築企画監
・建設政策課
・道路課
・都市環境課
・河川砂防課
・維持管理防災課
・都市計画課

など

総合政策部
・知事室秘書課
・計画推進課
・広報広聴課
・交通企画課
・新幹線推進室
・航空課

など

総合振興局等(14)
・振興局長
・副振興局長
・建設管理部

など

監査委員
○事務局長

その他
・環境生活部
・保健福祉部
・経済部
・農政部
・水産林務部
（漁港漁村課）
など

総務部
・人事課
・財政課
・危機対策課
・東京事務所

など

副知事
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
建設部の組織・主な所管

建設部

住宅局

まちづくり局

土木局

総務課（建設部の総合窓口）

建設政策局 建設政策課（建設政策（行政）全般）
維持管理防災課（公共土木施設の維持・管理、防災）
建設管理課（建設業全般、積算・技術管理）

道路課（道路の計画・整備）
河川砂防課（河川・砂防等の計画・整備、災害復旧）

都市計画課（都市計画、景観、北海道新幹線）
都市環境課（街路、まちづくり、公園緑地、下水道）

建築指導課（民間住宅、空き家、建築基準、審査）
住宅課（公営住宅の計画、住宅供給公社）

建築局 計画管理課（庁舎、道営住宅等の入札契約）
建築保全課（庁舎、道営住宅等の維持）
建築整備課（庁舎、道営住宅等の整備）

収用委員会事務局（北海道収用委員会の運営全般） 3



その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
建設政策局

建設部

建設政策局

建設政策課（建設政策（行政）全般）
●国土強靱化基本計画＞国土形成計画（北海道総合開発計画）

＞社会資本重点整備計画
●北海道総合開発計画

・北海道地域型構造（※）の保持・形成
※生産空間＋市街地＋中心都市＝基礎圏域

○北海道総合計画＞北海道創生総合戦略・北海道強靱化計画
＞新・ほっかいどう社会資本整備の重点化方針

○建設部所管予算
○社会資本整備プログラム
○インフラツーリズム

維持管理防災課（公共土木施設の維持・管理、防災）
●タイムライン（防災行動計画）

・災害発生時の状況を想定・共有、いつ・誰が・何をするかを時系列
○公共土木施設維持管理基本方針
○河道内樹木伐採など河川維持管理のあり方

建設管理課（建設業全般、積算・技術管理）
●建設業の働き方改革
●生産性革命プロジェクト～i-construction

・ICT技術の全面的な活用（ICT土木）
・全体最適の導入（コンクリート工の企画の標準化等）
・施工時期の平準化

○建設産業支援プラン2018

●：国
○：道独自
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
建設政策課の分掌事務

１ 課内の連絡調整に関すること
２ 庶務・支出等に関すること
３ 物品に関すること
４ 議会の事務に関すること
５ 文書管理に関すること
６ 企画業務の連絡調整に関すること
７ 広報・広聴に関すること
８ 建設行政形成推進事業(専門員制度)に関すること
９ その他、他のグループに属さないこと

事業調整係

１ 予算執行上の施策に関すること
２ 社会資本の維持管理・長寿命化に関すること
３ 建設行政に関する特命事項に関すること
４ 公共土木施設等の強靭化に関すること
４ 社会資本整備プログラムに関すること
５ 熱海土砂災害に係る総点検とりまとめに関すること

建設政策係

政策調整係

１ 政策調整事務の総括に関すること
２ 道の総合計画（北海道創生総合戦略、特定分野別計画

等を含む）に関すること
３ 建設行政の企画・施策の調整（他部等の照会事項、会

議等への対応）に関すること
４ 地元対策費に関すること
５ 公益法人、関与団体等に関すること
６ 建設行政に関する特命事項に関すること
７ 国際交流・国際貢献事業等に関すること
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１ 北の住まいるタウンの推進に関すること
２ 交通拠点・ICT交通マネジメント計画に関すること
３ 北海道新幹線の建設に伴う公共事業等の調整に関する

こと
４ 新幹線駅周辺整備に関すること

交通基盤係

１ 地方分権・道州制・支庁制度改革等に関すること
２ 予算執行上の施策に関すること
３ 建設行政に関する特命事項に関すること

建設企画係



その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
所管する社会資本～分野別

土木系

道路系

河川系

漁港系

建築系

建築系 ・住宅、公共建築物など

・道路、街路、公園、下水道など

・河川、ダム、砂防、急傾斜など

・漁港、海岸など
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
建設部の組織・主な所管

建設部

住宅局

まちづくり局

土木局

総務課（建設部の総合窓口）

建設政策局 建設政策課（建設政策（行政）全般）
維持管理防災課（公共土木施設の維持・管理、防災）
建設管理課（建設業全般、積算・技術管理）

道路課（道路の計画・整備）
河川砂防課（河川・砂防等の計画・整備、災害復旧）

都市計画課（都市計画、景観、北海道新幹線）
都市環境課（街路、まちづくり、公園緑地、下水道）

建築指導課（民間住宅、空き家、建築基準、審査）
住宅課（公営住宅の計画、住宅供給公社）

建築局 計画管理課（庁舎、道営住宅等の入札契約）
建築保全課（庁舎、道営住宅等の維持）
建築整備課（庁舎、道営住宅等の整備）

収用委員会事務局（北海道収用委員会の運営全般） 7



その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
土木局

建設部

土木局

道路課（道路の計画・整備）
●自転車活用推進法

・自転車の活用を総合的・計画的に推進（ハード・ソフト）
・自転車活用推進計画

○北海道のサイクルツーリズム推進に向けた検討委員会
・｢世界水準の観光地｣を目指す
・モデルルート（５ルート）の試行

○北海道 新広域道路交通ビジョン・計画

河川砂防課（河川・砂防等の計画・整備、災害復旧）
●水防災意識社会再構築ビジョン

・住民目線のソフト対策
・洪水氾濫を未然に防ぐ対策
・機器管理型ハード対策
・各地域の減災対策協議会により｢地域の取組方針｣を今後とりまとめ

●中小河川等における水防災意識社会の再構築のあり方について（答申）
●流域治水プロジェクト
○平成28年8月北海道大雨激甚災害を踏まえた水防災対策検討委員会

・気候変動を考慮した治水対策
・ハード対策とソフト対策の総動員
・避難の強化と避難態勢の充実
・支川や上流部等の治水対策
・既存施設の評価及び有効活用
・許可工作物への対応
・生産空間の保全

●：国
○：道独自
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
住宅局

建設部

住宅局

まちづくり局 建築指導課（民間住宅、空き家、建築基準、審査）
●新たな住宅セーフティーネット

・住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律
・これまでの公的賃貸住宅の共有促進のほか、新たに民間住宅を活用した

賃貸住宅の登録制度
・財政支援、マッチング・入居支援

●全国版空き家・空き家バンク
・空き家・空き店舗の再生、新たな消費・投資の喚起

○きた住まいる
・道が定めたルールを守り、｢安心で良質な家づくり｣ができる事業者を登録・公開

住宅課（公営住宅の計画、住宅供給公社）
●指定管理者制度
○北海道住生活基本計画

・｢安全で安心な暮らし｣の創造
・｢北海道らしさ｣の創造
・｢活力ある住宅関連産業｣の創造

●：国
○：道独自

都市計画課（都市計画、景観、北海道新幹線）
●立地適正化計画

・市町村マスタープランの高度化版
・コンパクトなまちづくりと地域交通の再編の連携

⇒｢コンパクトシティ・プラス・ネットワーク｣のまちづくり
・公共施設の再配置や公的不動産を活用した民間機能の誘導
・市街地空洞化防止のための新たな選択肢

○北の住まいるタウン
・コンパクトなまちづくり⇔低炭素化・資源循環の取組⇔生活を支える取組
・モデル市町村（鹿追町、当別町）

都市環境課（街路、まちづくり、公園緑地、下水道）
●無電柱化推進計画
●PPP/PFI、指定管理者制度
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.

２－１．建設政策課の主な仕事

～社会資本整備の流れと仕組み～
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
社会資本（インフラ）と各種計画の関係【道庁】

北海道総合計画

○北海道創生総合戦略

○北海道強靱化計画

◇新・ほっかいどう社会資本整備の重点化方針

◇北海道交通政策総合指針

◇北海道観光のくにづくり行動計画

・

・

重点戦略計画 特定分野別計画

北海道ブロックにおける
社会資本整備重点化計画

北海道総合開発計画

国の計画

整合

道が実施する全てのインフラ整備事業は、
基本的に「新・ほっかいどう社会資本整備の重点化方針」

に基づいて進めている。 ※災害や維持管理関連事業は対象外
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
新・ほっかいどう社会資本整備の重点化方針の概要
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
予算要望から事業執行までの流れ

＜凡例＞

事業執行までの基本的な流れは

要望   予算配分   事業執行（工事の発注など）
  事業調整（予算の過不足を調整）   精算

道
庁
経
由
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
要望活動（国会議員や国土交通省へ要望）

14

その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
要望活動結果

15



その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
社会資本整備に関する予算

① 北海道開発事業費

・直轄事業

・補助事業

② 全国枠の交付金

通常事業

通常事業（建設部では地域高規格道路、ダムなどに限定）
社会資本総合整備（建設部所管・総合政策部所管）

社会資本整備総合交付金
防災・安全交付金

農山漁村地域整備交付金（農政･水産林務部所管）

北海道総合開発推進のため、柔軟かつ機動的に事業を行うための経費

社会資本総合整備（建設部所管）
社会資本整備総合交付金
防災・安全交付金

北海道
市町村
札幌市

・補助事業

・推進費等

開発局

開発予算枠
の交付金

※ 北海道開発事業費とは、北海道開発予算のうち一般公共事業費で、
政府予算案の段階で一括計上される

◆社会資本整備総合交付金（国費率６０％、「公共事業等」の場合）

負担割合

最終

国(60%) 地方(40%)

当年度 国費(60%)

起債(38%)
40%*90%=36%

一
財
4%

交付税(8%)
40%*40%*50

国費(68%) 地方費(32%) 16

その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
北海道開発事業費の予算推移

補正額

一括交付金

当初

億円 ※全国防災除く

新たな行財政改革の
取り組み
（Ｈ１８．２）

道財政
立て直しプラン
（Ｈ１６．８）

新たな行財政改革の取り組み
（改定）（Ｈ20.2）
～H26年度まで

前半
（Ｈ20～23） R3当初 5,601億円

R2補正含 7,618億円

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

H24補正
「日本経済再生に向けた緊急経済対策」
（H25.1.11)(安倍内閣）は「いわゆる15ヶ月
予算としてH25に加算」～2135億円

1兆3,800億円

集中対策期間
（Ｈ18～19）

新たな行財政改革の取組みを
1年延長（～H27年）（H26.3)

後半
（Ｈ24～26)

麻生内閣小渕内閣 森内閣 小泉内閣
安倍内閣

福田内閣

鳩山内閣
菅内閣

野田内閣
～H24.12.26

安倍内閣
H24.12.26～R2.9.16

「総合的な経済対策の推進について」
(H5.4.13)（宮澤内閣）

「緊急経済対策」(H5.9.16)（細川内閣）
「総合経済対策」(H6.2.8)（ 〃 ）

「緊急円高・経済対策」(H7.4.14)（村山内閣）
「経済対策」(H7.9.20)（ 〃 ）

「総合経済対策」(H10.4.24)（橋本内閣）
「緊急経済対策」(H10.11.16)（小渕内閣）

「経済新生対策」(H11.11.11)（小渕内閣）

「改革先行プログラム」(H13.10.26)（小泉内閣）
「緊急対応プログラム」(H13.12.14)（ 〃 ）

H25補正（消費増税対策）
「好循環実現のための経済対策」
（H25.12.5)(安倍内閣）として
H26に加算～926億円

H26補正（景気対策）
「地方への好循環拡大に向けた緊急
経済対策」（H26.12.27)(安倍内閣）
としてH27に加算～168億円

H27補正（TPP・防災減災対策等）
「TPP」「1億総活躍」「防災減災」等の
対策（H27.12.18)(安倍内閣）
としてH28に加算～818億円

「経済危機対策」(H21.5.29)（麻生内閣）
「緊急経済対策」(H22.1.28)（鳩山内閣）

今後の行政改革と財政健全化に
向けた取組方針（～H31年）（H27)

17

3か年緊急対策

菅内閣
岸田内閣



その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
令和３年度 北海道建設部所管予算(補正含む)
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※開発予算の社会資本整備交付金には「港湾事業」を含む。
※社会資本整備交付金には、社会資本整備総合交付金と防災・安全交付金を含む。
※四捨五入の関係で合計と内訳が一致しない場合がある。
※R2当初のカッコ内は臨特分。

（対前年度比）

国費ベース （単位：億円）

R2R2

直轄事業
3,351〈320〉

交付金
（開発予算）

747
〈114〉

直轄
事業
465
〈0〉

619億円[開発]

R1補正計
711億円

4,444億円［開発予算］〈435〉

15ヶ月予算 5,063億円 ［開発予算のみ］

15ヶ月予算 5,473億円 ［開発予算＋全国枠］

R1補正
補助事業（全国枠）58

317億円
[全国枠]

139
〈0〉 92

〈0〉

補助事業
346
〈1〉

交付金（全国）

259
〈6〉

4,761億円［開発予算＋全国枠］〈435+6〉

15〈0〉

R3R3

直轄事業
3,030

交付金
（開発予算）

630

（0.90） （1.03） （0.84）

直轄事業
862

1,224億円[開発]

R２補正計
1,32９億円（1.87）

4,017億円［開発予算］（前年度比0.90）

15ヶ月予算 5,241億円 ［開発予算のみ］（前年度比1.04）

15ヶ月予算 5,6８１億円 ［開発予算＋全国枠］（前年度比1.04）

R2補正

（1.98）

交付金
（開発予算）

262

交付金
（全国枠）

105
補助事業

357

交付金
（全国枠）

245

4,352億円［開発予算＋全国枠］（前年度比0.91）

補助
事業
100

（1.85）

補助事業（全国枠）
90

335億円
[全国枠]

その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.

２－２．建設政策課の主な仕事

～公共事業評価について～
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
事前評価の実施方針＜道事業＞

令和２年度公共事業（大規模等）事前評価

１ 趣 旨
北海道政策評価条例（平成１４年北海道条例第１号）第５条第１項の規定に基づき、知事部局が行う
令和２度公共事業（大規模等）事前評価に関する実施方針を定める。

２ 基本的な考え方
(1)令和２年度政策評価基本方針第２の１（５）の規定により、公共事業（大規模等）事前評価を実施する。
(2)評価の実施にあたっては、北海道の厳しい財政状況を踏まえ、限られた行財政資源を有効 に活用した

社会資本の重点的な整備の推進の観点から、「選択と集中」の視点に立った新規採択事業・地区の点
検・検証を行うものとする。

３ 評価の対象
道が実施する、公共事業（国庫補助事業及び交付金事業）の施工地区のうち、国（公共事業関係省庁）の

事前評価実施要領等に示されている事業の施工地区及び同要領等を準用した場合に対象となる交付金事業
の施工地区で、次に該当するもの
(1) 令和４年度国費予算要望等を予定している施工地区のうち事業費が１０億円以上の地区
(2) (2)その他必要と認める地区

20

その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
令和４年度 新規予定事業＜道事業＞

■河川事業（広域河川改修事業費）：２箇所
ペンケ歌志内川（歌志内市）
ペンケオタソイ川（新得町）

■ダム事業（治水ダム建設事業費）：１箇所
佐幌ダム（新得町）

■海岸事業（海岸高潮対策費）：２箇所
浜中海岸（浜中町）
友知海岸（根室市）
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
事前評価の代表例 ～河川事業～
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
公共事業再評価の実施方針＜道事業＞

令和２年度公共事業再評価における一次政策評価の実施方針

１ 趣 旨
北海道政策評価条例（平成１４年北海道条例第１号）第５条第１項の規定に基づき、知事部局が

行う令和２年度公共事業再評価に関する実施方針を定める。

２ 基本的な考え方
(1)令和２年度政策評価基本方針第２の１（５）の規定により、公共事業再評価を実施する。
(2)評価の実施にあたっては、北海道の厳しい財政状況を踏まえ、限られた行財政資源を有効に

活用した社会資本の重点的な整備の推進の観点から「選択と集中」の視点に立った継続事業・
地区の点検・検証を行うものとする。

23



その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
公共事業再評価の実施方針＜道事業＞

３ 評価の対象
道が実施する公共事業(国庫補助事業及び交付金事業)の施工地区のうち、次のいずれかに該当
するもの。
(1)国（公共事業関係省庁）が定めた再評価の要件に該当する地区及び交付金事業の施工地区

のうち、同要件を準用した場合に該当することとなる地区
ア 事業採択後長期間を経過した時点で未着工の地区
イ 事業採択後長期間を経過した時点で継続中の地区
ウ 事業採択前の準備・計画段階で一定期間が経過している地区
エ 再評価実施後一定期間が経過している地区
オ 社会経済情勢の急激な変化等により再評価の実施の必要が生じた地区

なお、「長期間」及び「一定期間」の定義、並びにウの要件を適用する事業種別等については、
国の再評価要領等によるものとする。
(2)事業費に大幅な変更が生じた地区
ア農政部所管公共事業及び水産林務部所管公共事業のうち林野関係公共事業
(ｱ) 30億円以上の増滅が生じた地区
(ｲ) 事業費が30億円以上の地区において、5割以上の増減が生じた地区

イ水産林務部所管公共事業のうち水産関係公共事業及び建設部所管公共事業
(ｱ) 50億円以上の増減が生じた地区
(ｲ) 事業費が50億円以上の地区において、 5割以上の増減が生じた地区

ウその他
10億円以上の増減が生じた地区のうち、 事業内容に大幅な変更 (目的・事業手法・施設規模
等) があり特に必要と認める地区

(3) 同一の事業目的等により継続的に実施される施工地区
のうち、事業採択後から事業期間を通算した結果、 上記 (1) の要件に該当する地区
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
令和2年度 公共事業再評価結果

■道路事業（道路改築事業費）：１箇所
幕別帯広芽室線（幕別町）

■河川事業（広域河川改修事業費、河川総合流域防災事業費）：８箇所
ヤリキレナイ川（由仁町）、ラウネ川（滝川市）、猿別川（幕別町・更別村）、
知利別川（室蘭市）、入志別川（深川市）、比布川（比布町）、望来川（石狩市）、
由仁川（由仁町）

■砂防事業（通常砂防事業費）：６箇所
トマチャナイ川（新冠町）、外記川（知内町）、札比内川（月形町）、山栗川（知内町）、
暑寒別川（増毛町）、藤城川（七飯町）

■急傾斜地崩壊対策事業
（総合流域防災事業（急傾斜）費、急傾斜地崩壊対策事業費）：３箇所

室蘭中島本町３丁目４ （室蘭市） 、室蘭母恋南町４丁目７（室蘭市）、
長万部高砂１ （長万部町）

■海岸事業（海岸高潮対策費、海岸浸食対策費）：３箇所
野付崎海岸（標津町・別海町）、飛仁帯海岸（羅臼町）、岬町知円別海岸（羅臼町）

■街路事業（都市計画街路事業費）：３箇所
3･4･18見晴通（留萌市）、3・4・111基線通（恵庭市）、3・4・313東通（登別市）

■住宅事業（道営住宅建設費）：１箇所
日吉町Ａ（函館市）
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
再評価の代表例① ～知利別川～
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
再評価の代表例② ～室蘭母恋南町4丁目7急傾斜地～
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.

２－３．建設政策課の主な仕事

～北海道建設部社会資本整備プログラム～

28

その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
北海道建設部社会資本整備プログラムの位置づけ(案)

背景
○ 人口減少や近年の自然災害の激甚化、公共土木施設の老朽化などの課題
に加え、昨今の新型コロナウイルス感染症対策、さらにはSociety5.0、ゼロ
カーボンに向けた取組・推進が必要とされている。

○ また、2030年には、札幌冬季オリンピック・パラリンピックの開催、北海道新
幹線の札幌延伸が予定されており、北海道の社会情勢も大きな転換を迎

え
ようとしている。

策定の趣旨
○ こうした現状と課題に対して、地域のニーズを踏まえながら、社会資本の整

備 維持管理を戦略的に実施することが必要であるとともに、将来の社会
情
勢などを見据えた社会資本の将来像や展望を提示し、可視化することが重要。

○ このため、今後10年間の本道における整備計画や方向性を示し、より一層計
画的かつ効率的な社会資本整備に取り組むための指針として、「（仮称）北海道
建設部社会資本整備プログラム」を策定する。

策定の効果
◆国・地方の財政状況が厳しく、必要な予算の確保が困難である中、本プログ

ラムを活用しながら国等に発信することで、予算確保にもつながる。
◆今後の事業展開や見通しを示すことで、建設業者の雇用確保や安定につな

がる。
◆今後の方針や展望等を発信することで、道民や地域、企業等の社会資本への
理解が深まり、社会資本の整備 維持管理 活用の応援団、さらには協同
実施者となってくれることが期待される。

◆道の主要な事業や取組をＰＲすることで、若手技術者の新規参入や入庁後の
意欲促進、育成にもつなげることができる。
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.

２－４．建設政策課の主な仕事

～北海道インフラツアー～

30

その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
北海道インフラツアー

31

望月寒川放水路トンネル朝里ダム・朝里大橋

当別ダム十勝川浄化センター
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
北海道インフラツアーとは

32

その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
北海道インフラツアーの目的

33



その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
令和３年北海道インフラツアー対象施設

34

その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
～ツアー開催状況～

・インフラ整備は、大都市であればあるほど都市計画とともにきちんと計画していくことの大切さが十分わかりま
した（50代女性）

・普段『土木』に関わることの無い方にも理解してもらえる良い機会だと思います（50代女性）
・4年前の望月寒川の洪水を経験しているので大変興味深く見学させていただきました（40代男性） 35

【平成30年度】 参加人数

望月寒川放水路トンネル 30名

※9月以降北海道胆振東部地震により中止

【令和元年度】

当別ダム ８名

望月寒川放水路トンネル ２２名

美唄ダム・徳富ダム ２９名

朝里ダム １８名

【令和２年度】

コロナウイルスにより中止

＜過去の開催実績＞



その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
旅行会社のHP

36

その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.

防災･減災､国土強靱化のための５か年加速化対策

～最近の建設行政的トピック～
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
防災･減災､国土強靱化のための５か年加速化対策 1/2
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
防災･減災､国土強靱化のための５か年加速化対策 2/2
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.

ゼロカーボン北海道の実現

～最近の建設行政的トピック～
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.
ゼロカーボン北海道の実現に向けた提案・要望

41


